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1940年9月の天象 （272）
太陽・しし座・の南部から・をとめ座・trc一
　　入る・23日に秋分二丁を通過して南野球に移　　　　　1940年
　　る．秋も今や酎となる．暦によれば，二百
　柏が1日，白露が8阯なってみる・時差9月の天象
　　は1日0時には一〇分13秒であるが同日中に
　即吟太陽は眞太陽を追ひ越して東方に進み，一
　洋弓にその差を増して月末には10分飴も離れる．カリントンの太陽自傳期は
　世界時の15196（日本標準時の16日8時2分）より第1164期目入る．
月　今月16日の浦月は“仲秋の明月”で“ペガソスの正方形”の南方にあたつ
　て翌々たる光を放つ．その他，2日に“しし座”で新月となってブラウンの月
　相第219期が始まり，9日に“さそり座”の北方で上弦，25日に“オリオン
　座”“ふたご座”のあたりで下弦となる．
氷星朝二二よ太陽lc近くて雛出來ない．巨防，月初，曉天に在るが次
　第に太陽に近づき4日外方會合となって太陽を追ひ越し，宵室に姿を現はす．
　位置は太陽に從って“しし座”から“をとめ座”に順行し，28日には“スピ
　1力星”に北方から近づいて，その光を競ふ（光度一〇．2）．11日24時には海
　王星の北2分角のととろを通過する．
金S曉の明星・ふたご座・よP・か左こ座・搬切って月末には・しし座・・に
　入る．5日22時には極大離隔で，太陽から西へ45度57分離れるが，以後徐々
　に太陽を追って行く．28日19時には“しし座”の東端で月が金星の南方3度37
　分のところを通る．光度は月初一4．0から月末一3．8となり，硯直径は月初25．2
　秒角から月末18．8秒角に：漸減する．
火星　8月30日に太陽と思合したばかりであるから，この月はまだ時季外れ
　である．“しし座”の南部から“をとめ座”β星附近まで順行してみる．光度
　は2．0，曉の星．
木星　土星と共に“ひつじ座”に在って秋の夜の同好者をなぐさめてくれる．
　月初順行してみるが5目5時に停留となって逆行に移り，先月末以來逆行して
　みる土星を追って行く．光度は月初一2・2から月末一一2・4に増すt極覗直径も・
　40・9秒角から44．5秒角に漸増して行く．21日7時牛に月と會合（月の北1度39
　分）する．
±聖　“ひつじ”座を逆行中で，木星の僅かばかり南西の方に在り，光度は0．4
　（月初）乃至α2（月末）である．21日6時半に月と會合（月の北2σ分角）する．
　本図の三門直径は月初17．0秒角，月末17．8秒角．
x＄星・うし座・のプレヤデスの莇5度ゆりのところにある・耀αo・
　醜直径は月初3．5秒角，月末3．6秒角．今年1月27日以來順行中のところ，9月1
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　日14時に停留となり，逆行に移る．22日411寺4≧，月と會合する（月の北3度31
　分）．
海王星　“をとめ座”β星附近を順行中．光度8・18日に太陽に追ひ・つかれ・合
　となるため，この月は観望に適さない．11日水星と合．29日8時…火星と會合
　（火星の北13分角）．
冥王星　“かtC・ng”の中程を順行申．太陽系の奥の奥に悠久の歩みを急げてゐ
　る．この星の槻測のためには世界第一の望遠鏡を要する．
流星　9月には著しい流星群はなV・が，観測の條件には恵まれた時季ではあ
　り，観測に趣味をもつ人kの努力はたえす，要望せられてるる．観測にっv、
　ての諸注意は別項“流星課だより”を参照のこと．
黄道光　いよいよ黄道光の時季となる．曉天の金星の輝きには噛まされるが，
　熱心な槻控家に侯つところは多い．黄道光の観測と研究に於てわれわれに與
　へられてるる特別な使命の一畳は，われわれの心に・絶えざる火を燃しつづ
　けてくれる．一i人一人の観測家が長V・忽耐をもつて熟練した観測者となって
　V、たS’きたいもので．ある．
九月の星座　ななめに天を横切って流れる銀河の美しい眺めを中心として，初秋
　の星室は，宥の一時を忘れさせてくれる．
　北天では“おほくま”は既に山蔭に1墜ちて“カシオペヤ”が高≦上ってきた．
　ζれにつづく“アンドロメダ”“ペルセウス”や“セフエウス”などの織りな
　す古V・物語は暫く措くとしても，この痴り小望遠鏡に星を高しむものに鼠戸
　の封象を與へてくれる．“アンドロメダ”は“ペガソス”につづき，この有名
　な大方形は天の原鮎を指し示す．
　南に目を移して行けば，“みつがめ”“やぎ”が捉へ難い姿をあらはし・その
　下に“みなみうを”の首星“フオマルポ1ト”が淋しく輝いてみるが地李に
　近いため忘れられ勝ちである。
　夏の観ものであった“さそり”はもばや西の地謡線に低く横たはってしまつ
　た．“いて”の矢も昔日の勢を失ったやうだ．
　中天には“こと”“わし”の二星座が銀河を忌んでその美を競ってみる．“i
　ガ”と“アルタイル”は‘‘ア1クトウル”“アンタτレス”の既に波せんとす
　るとき，たr’二つきりの一等星である．
　やがて夜も更ければ，木星と土星を伴った“ぴつじ座”が東の山の端に上っ
　てくる．
　1940年9月の天象
九月の天田暦表
日附　七曜　正午月齢
．1一．．ゴL塑：3．
2　　月　　29．3
3　　火　　　0、9
4　　水　　　1．9
5　　木　　2．9
6　　金　　3．9
7　　土　　　4．9
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?????????????????????????? 5．9
干支　天界現象（躰騨時）　ユ踊日
点薬　　二百十日　天王星が応訴（14時）　　2429874．0
鼻一Q野麗幽幽）875・・
U　el」｛艦熱縞合（調M丁丁　・・6・・
庚戌　　水星が外合（21時）RU　Sgrが極大　　　877・0
辛粗織観鎌鞭極秘が極、」、・…
壬子　　TSgrlが極大　　　　　　　　　　　　879．0
癸丑　　UEriが極大　SHerとLib　1が極小　880・0
甲寅　　白露（4時37分）　　　　　　　　　　　　　881・0
月　　　6．9
火　　7．9
水　　　8．9
木　　9．9
金　　10．9
土　　11．9
?????．?…?? ??? ?上弦（4痔32分）
VCas：が極大
水星と海王星と丁合（0時，フk星が2’北）
｛
RR　Capが極大　TLynが極小
VCncが極大　　V　Gemが極小
882．0
8gg．0
884．0
885．0
886．0
887．0
日　’129 VP，喜が極小 888．0
????????????????139
14．9
15．9
16．9
17．9
189
??? 鱗轟大門（23時41分）　889・・
｛
RR　Agrが極大　R　CVnとTLepが極小890，0
海王星が太陽と會合（17時）R　Lynが極小8P1．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　892．0
彼岸入　　　　　　　　　　　　　　　893．0
土星が月と目合　木星が月と會合
｛
RAurとSCrBとκCygと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　894．ORU　Herが極大
199
20．9
21．9
22．9
23．9
24．9
25．9
戊辰｛難qlr露奮ち繍、 895．0
??????? 羅纏5鍛！粛季罐臨、鰍896・・
｛
RVulが極大　　　　　　　　　　　　897．0
下弦（2時47分）RDraとTHerが極小　898，0
RVir．が極大　　　　　　　　　　　　　　　899．O
RCo1とWCygが極大TUMaが極小900．0
金星が月と白白WHerが極大　　901．0
29　　日　　269　　乙玄
30　　月　　27．9
火星が海王星と會合　VOphが極大　　902．0
丙子　　RBoo：が極小 903．0
